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論文内容の要旨 

 

エージェント学習は、人工知能の研究分野の1つであり、目的を達成するためにエージェ

ントの判断と行動の規則を自動生成する手法に関する研究である。生物進化のメカニズム

を模倣する進化的計算は、エージェント学習にとって有効であることが知られており、本

研究では、進化的計算の1つである遺伝的プログラミング（GP）を使用している。 

GPの個体は、エージェントの行動規則を表す1つの木構造で表現される。 GPは複雑な

行動規則を表現するために、木の深さが深くなる。そのような木構造では、1度の遺伝操作

によって優れた行動規則が容易に破壊されてしまうという問題がある。この問題を改善す

るために、調整ノード付きGP（GPCN）が提案されている。GPCNの個体は複数の木構造に

より構成され、エージェントの行動規則を表現する。本論文では、 GPCNの高性能化を目

的とした手法を提案し、実験により有効性を示している。  

GPCNでは、各木は、エージェントが木を参照する順序を示す識別番号と木を繰り返し参

照する回数を示すプロセス数Pを持つ。これまでGPCNの個体が複数の木を持つことによる

進化速度の低下の問題を解決するため、条件付き確率を用いた個体生成手法と異文化型島

モデルのGPCNへの応用を行ってきた。本論文では、さらにGPCNの性能を向上させるため

に、個体内の複数の木の参照順に着目した木の順序入れ替え手法を提案している。また

GPCNは、木の数Mと各木のプロセス数Pの設定が必要であり、これらの最適値は問題によ

って異なる。本論文では、プロセス数Pの継承による自動獲得の手法および個体の木の数M

の自動決定の手法を提案している。後者においては木の数Mを減らす操作のために、エー

ジェント問題のためのセマンティクスとそれを用いた木の削除を提案している。提案手法

の有効性を確認するために、ごみ拾い問題とSanta Fe Trail問題をベンチマーク問題として

用いた実験を行っている。実験結果から、自動決定により得られたプロセス数Pと木の数M



  

は、人手で決定した値よりも適した値であることを確認している。 

第１章では研究の背景と目的について述べている。第２章で遺伝的プログラミングにつ

いて、第３章で複数の木構造をもつ調整ノード付きGPCNについて説明し、第４章でベンチ

マーク問題としてエージェントシミュレーションに用いたごみ拾い問題とSanta Fe Trail

問題を記述している。第５章において、条件確率を用いた個体生成手法、異文化型島モデ

ル、さらに本研究で提案している木の順序入れ替え手法を説明し、実験結果についてその

有効性を議論している。第６章では木の数とプロセス数を自動決定するための手法を提案

し、その有効性を実験で示している。最後に、第７章でまとめと今後の課題を述べている。 

 

 

論文審査の結果の要旨 

 

 平成３０年７月２７日（金）１３時００分から１４時３０分まで博士学位論文発表会（公

聴会）を行った。申請者が論文内容について発表を行い、その後、論文内容に関する質疑

応答および議論を行った。発表会（公聴会）では、将来の発展的課題も含めた議論が活発

に行われ、すべての質疑に対して申請者は的確に回答した。本研究では、エージェント学

習のため、進化的計算の1つである遺伝的プログラミング（GP）の高性能化を目的とした

手法を提案し、実験により有効性を示している。これらの研究成果は自律エージェントの

最適行動探索の研究に寄与すると考えられ、博士論文として十分な内容であると判断され

た。上述の研究成果は、ジャーナル論文２編、査読付き国際会議３編として公表済みであ

る。                                

以上により審査委員会は論文審査を合格とした。 


